
【2050年カーボンニュートラル・脱炭素社会の実現に向け
た地球温暖化緩和策の推進】
・環境負荷低減に配慮した官庁施設の整備
・再生可能エネルギーの導入・利活用拡大
・木材利用の推進
・政府実行計画に基づく環境対策の推進

【自然共生社会の形成に向けた生態系の保全・持続可能な
活用等の推進】
・水の効率的な利用と有効活用

【循環型社会の形成に向けた3R、資源利活用の推進】
・建設リサイクルの推進

環境対策の取組 環境対策項目
〈 〉は官庁施設における環境対策

官庁施設の新築
及び改修時の環
境対策の実施

〈環境負荷低減に配慮した官庁施設の整備〉
①「官庁施設の環境保全性基準」に基づく
環境保全性の水準を満たす施設整備等

〈再生可能エネルギーの導入・利活用拡大〉
② 太陽光等の再生可能エネルギー利用の
推進

〈木材利用の推進〉
③ 木材利用の推進

〈水の効率的な利用と有効活用〉
④ 雨水利用の推進

〈建設リサイクルの推進〉
⑤ グリーン購入法に基づく環境物品等の
調達の推進

⑥ 建設副産物対策の推進

官庁施設の環境
対策に関する技
術的支援

〈政府実行計画に基づく環境対策の推進〉
⑦ 環境対策における情報提供などの
技術的支援

表1 令和5年度環境対策項目

図1 環境負荷低減に配慮した官庁施設のイメージ

1 はじめに
官庁営繕部では、「官庁営繕環境行動計画」に

基づき、本年3月に「令和5年度環境対策項目」、
「官庁営繕環境報告書2023」を取りまとめました。
「官庁営繕環境行動計画」は、官庁営繕部におけ
る環境対策に関する基本的考え方や環境対策の推
進について定めたものであり、「令和5年度環境対
策項目」は重点的に取り組む具体的な内容を、また
「官庁営繕環境報告書2023」は、官庁営繕部におけ
る環境対策の取組状況を取りまとめたものです。
本稿では、それぞれの概要について紹介します。
2 官庁営繕環境行動計画
「官庁営繕環境行動計画」（令和4年3月）の基本的
考え方は、官庁施設における総合的な環境対策の推
進と、公共建築分野における先導的役割を果たすた
め、地球温暖化対策計画（令和3年10月22日閣議決定）、
政府がその事務及び事業に関し温室効果ガスの排
出の削減等のため実行すべき措置について定める
計画（令和3年10月22日閣議決定。以下「政府実行計画」と
いう）及び国土交通省環境行動計画（令和3年12月27日
改定）を踏まえ、国土交通省環境行動計画に定められ
た環境施策のうちの3分野において、以下六つの官
庁施設の環境対策を推進することとしています。

この基本的考え方に基づき、
・官庁施設の新築及び改修時の環境対策の実施

・官庁施設の環境対策に関する技術的支援
に取り組むこととしています。
3 令和5年度環境対策項目
官庁施設の環境対策の実施にあたっては、官庁

施設に求められる各性能の確保及び総合的な調和
を考慮しつつ、環境負荷の低減に資する技術を積
極的かつ効果的に活用すること等を基本とし（図
1）、令和5年度に官庁営繕部が重点的に取り組む
環境対策項目は①から⑦（表1）としております。

4 官庁営繕環境報告書2023
「官庁営繕環境報告書2023」は、①から⑦の環
境対策項目ごとに、過去1年間における具体的な
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写真1 延岡労働総合庁舎の太陽光発電設備

写真2 東北森林管理局会津森林管理署南会津支署

取組状況を取りまとめています。
環境対策項目①「「官庁施設の環境保全性基準」

に基づく環境保全性の水準を満たす施設整備等」
では、実施事例として大手前合同庁舎（図2）、函
館海上保安部瀬棚海上保安署、鶴岡第2地方合同
庁舎、佐世保法務総合庁舎の4施設を紹介してい
ます。官庁営繕事業におけるZEBの取組みの「先
行事例」としてZEB Oriented（BEI＝0．53／省エ
ネで47％削減）を実現した大手前合同庁舎について
は、一次エネルギー消費量計算結果や主な省エネ
技術などを掲載しています。

環境対策項目②「太陽光等の再生可能エネルギー
利用の推進」では、実施事例として延岡労働総合庁
舎の太陽光発電設備（写真1）を紹介しています。

環境対策項目③「木材利用の推進」では、実施
事例として東北森林管理局会津森林管理署南会津
支署（写真2）及び中国四国管区警察学校（渡り廊下
部分）の木造化と函館海上保安部瀬棚海上保安署
及び中部森林管理局森林技術・支援センターにお
ける内装の木質化を紹介しています。

環境対策項目⑦「環境対策における情報提供な
どの技術的支援」では、政府実行計画に基づき、官
庁営繕部及び地方整備局営繕部等で各府省庁に対
し、省エネルギー及び温室効果ガス排出削減に関
する情報提供などの技術的支援を行っています。
令和4年度は前年度同様、新型コロナウイルス

感染拡大防止対策をとりながら工夫のもと開催
し、1，635機関に対して情報提供を行ったことを
紹介しています。
5 おわりに
官庁営繕部は、今後も「官庁営繕環境行動計画」

に基づき、官庁施設の環境対策を積極的に推進し
てまいります。なお、「官庁営繕環境行動計画」、
「令和5年度環境対策項目」及び「官庁営繕環境
報告書2023」については、国土交通省官庁営繕部
のホームページで公開しています。
https://www.mlit.go.jp/gobuild/sesaku_green_green_tyousya.htm

所在地：大阪府
構造・規模：
鉄筋コンクリート造
（一部鉄骨造）
地上14階、地下1階

延べ面積：48，878m2

主な省エネ技術
・外皮負荷の低減 ・自然採光利用
・LED照明／照明制御 ・空調の効率化
・地中熱利用 ・給排水設備の効率化
・昇降機回生電力利用 ・太陽光発電 ・BEMSの採用
CASBEE総合評価： S （BEE＝3．7）

SS A B+

B-

C

エネルギー消費性能：ZEB Oriented
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図2 大手前合同庁舎
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